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まちづくりフォーラム当日、会場入り口の廊下に柿崎小学校 4年生児童から柿崎山岳会に 

あてた感謝のメッセージが張り出されました。一つひとつ、子どもたちの目線から見た心の 

こもった気持ちが書き綴られていました。 

柿崎区地域協議会では、3月に設立された「米山を守る会」と連携しながら米山を守り、 

米山の魅力を発信していく方法を考えていきます。 

柿崎山岳会の皆様の長きにわたる献身的な活動に対し、心から敬意を表します。 

         

                         

                        柿崎区地域協議会では、実行委員会を 

                       立ち上げて、令和 7年度のまちづくりフ 

                       ォーラムを開きました。 

                        「活気あるまちづくりのために自らで 

                       きることを考える」を合言葉に、事前準 

備を進めてきました。多くの皆様のご参 

加を願い、区内の事業所や店舗などを回 

り、ちらしやポスターの掲示にご協力を 

いただきました。 

おかげさまで、当日は 63名の出席があ 

り、活動報告に耳を傾けていただきまし 

た。積極的な質疑や意見も多く、貴重な時 

間となりました。 
 

※上越市では平成 17年の市町村合併を機に地域自治区が設置され、そのときに地域協議会が 

設けられました。 

地域協議会は、市長の附属機関です。地域住民としての観点から地域の課題について話し 

合い、その内容を地域団体等との連携・調整により取り組むとともに、市長に意見として 

伝えることができます。 

 
 

まちづくりフォーラムを開きました  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②
活
動
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と 

前
述
の
通
り
、
柿
崎
区
に
は
す
で
に
素
晴

ら
し
い
情
報
発
信
ツ
ー
ル
が
複
数
あ
り
ま

す
。
そ
こ
へ
更
に
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
作
る
の
で
は
な
く
、
既
存
資
源
を
生
か

し
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
・
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。 

今
後
、
引
き
続
き
地
域
・
行
政
・
関
係
各
所

と
検
討
・
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。 

①
現
状
把
握
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と 

こ
れ
ま
で
に
県
内
外
で
運
用
さ
れ
て
い
る
サ

イ
ト
や
柿
崎
区
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
な
ど
を
調

査
し
て
、
勉
強
会
や
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
柿
崎
区
に
は
す
で
に

素
晴
ら
し
い
情
報
発
信
ツ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
中
で
も
柿
崎
観

光
協
会
や
柿
崎
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
と
て
も
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。 
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自
主
的
審
議
事
項
の
取
組
状
況
を
報
告
し
ま
す 

各
区
地
域
協
議
会
は
、
地
域
住
民
と
し
て
の
観
点
か
ら
地
域
の
課
題
や
地
域
の
活
性

化
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
話
し
合
っ
た
結
果
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ

て
、
区
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
に
協
力
・
連
携
を
求
め
る
ほ
か
、
市
長
に
意
見
書
を
提

出
し
、
市
政
で
の
実
現
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

柿
崎
区
地
域
協
議
会
で
は
、
令
和
６
年
度
に
地
域
協
議
会
本
会
議
で
協
議
し
、
自
主
的

に
審
議
す
る
テ
ー
マ
を
３
項
目
に
絞
り
、
テ
ー
マ
別
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
調
査
、

研
究
、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
末
時
点
の
取
組
状
況
を
報
告
し
ま
す
。 

自
主
的
審
議
事
項 

テ
ー
マ
１ 

柿
崎
山
岳
会
解
散
後
の
米
山
登
山
道
等
の
維
持
管
理
及
び
魅
力
発
信
を
考
え
る 

委
員
会
名 

米
山
薬
師
を
守
る
会 

柿
崎
山
岳
会
が
令
和
８
年
３
月
を
も
っ
て

解
散
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
山
岳
会
が
担

っ
て
き
た
米
山
山
頂
避
難
小
屋
や
ト
イ
レ
、
登

山
道
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
と
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
米
山
の
魅
力
の
発
信
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

①
意
見
交
換
を
実
施 

今
年
度
は
、
柿
崎
区
総
合
事
務
所
産
業
グ
ル

ー
プ
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で 

柿
崎
山
岳
会
の
皆
さ
ん
が
担
っ
て
き
た
米
山

登
山
道
や
山
頂
に
あ
る
施
設
の
維
持
管
理

が
令
和
８
年
度
か
ら
同
じ
よ
う
に
継
承
で
き

そ
う
か
可
能
性
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

②
参
道
整
備
等
に
同
行 

 

地
域
協
議
会
委
員
の
有
志
が
柿
崎
山
岳
会

の
活
動
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
作
業

内
容
は
、
雪
解
け
後
の
倒
木
処
理
と
三
十
三
観

音
起
こ
し
、
山
頂
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
、
解
体 

自
主
的
審
議
事
項 

テ
ー
マ
２ 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振
興
・
地
域
活
性
化
を
考
え
る 

委
員
会
名 

ス
ポ×

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

区
内
に
は
総
合
体
育
館
や
野
球
場
、
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
屋
内
水
泳
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
な
ど
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
整
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
魅
力
を
高
め
利
用
者

増
を
図
る
た
め
、
施
設
の
活
用
方
法
と
情
報
発

信
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

①
意
見
交
換
で
得
ら
れ
た
こ
と 

 

今
年
度
は
、
区
内
の
小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ 

 

チ
ー
ム
役
員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
、
大
会
運
営
に
関
す
る
こ

と
、
子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
チ
ー
ム
の
存
続
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。 

 

②
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る 

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
課
題 

 

運
営
を
は
じ
め
、
企
画
・
調
整
・
広
報
に
つ 

自
主
的
審
議
事
項 

テ
ー
マ
３ 

住
民
、
地
域
、
団
体
を
つ
な
ぐ
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
考
え
る 

委
員
会
名 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
柿
崎 

地
域
振
興
や
移
住
・
定
住
の
促
進
、
関
係
人

口
増
加
に
向
け
て
、
住
民
、
地
域
の
各
団
体
、

企
業
、
行
政
が
連
携
し
、
柿
崎
区
の
魅
力
や

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
話
題
な
ど
の
情
報
を
受
発

信
で
き
る
環
境
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
構

築
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
行
事
や
催
し
を
一
元
的
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る

環
境
が
作
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。 

 

い
て
も
技
術
を
持
つ
事
務
局
体
制
が
あ
れ
ば

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ 

る
体
制
構
築
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。 

  

今
後
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
系
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
意
見
交
換
会
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
日
頃
、

活
動
に
際
し
て
感
じ
て
い
る
課
題
や
事
務
局

と
し
て
の
活
動
条
件
な
ど
を
お
聞
き
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

の
補
助
、
登
山
道
の
草
刈
り
で
す
。
山
頂
ト
イ

レ
の
組
み
立
て
や
解
体
作
業
な
ど
、
経
験
の
あ

る
人
材
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。 

  

今
後
、
柿
崎
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ
で
進
め
て

い
る
後
継
団
体
設
立
の
行
方
を
見
守
り
、
後
継

団
体
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、
魅
力
発
信

に
つ
い
て
、
後
継
団
体
の
皆
さ
ん
と
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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【
編
集
後
記
】 

年
度
の
締
め
と
な
る
こ
の
号
を
お
届
け
し
な
が

ら
、
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
一
年
を
静
か
に

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
先
月
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
熱
心
な
ご
質

問
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
皆
さ
ま
の
関
心
の
深

さ
と
前
向
き
な
姿
勢
に
触
れ
、
私
た
ち
も
大
き
な

励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
能
動
的
に
情
報
と
向
き
合
う
皆
さ
ん
の

姿
勢
に
深
い
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。
近
年
、
巧
妙

化
が
進
む
な
り
す
ま
し
詐
欺
や
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
触
れ
る
に
つ
け
不
安
な

気
持
ち
に
な
る
の
で
す
が…

た
だ
聞
き
過
ご
す
の

で
は
な
く
、
情
報
を
選
択
し
、
そ
れ
が
本
当
に
正

し
く
て
信
頼
で
き
る
の
か
を
（
時
に
は
立
ち
止
ま

っ
て
周
囲
に
聞
く
な
ど
し
て
）
評
価
し
、
目
的
に

沿
っ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
一
周
回
っ
て
ア
ナ
ロ
グ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
代
名
詞
で
も
あ
る
合
言
葉
っ
て
意
外
と
有
効
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

（
滝
澤 

正
芳
） 

編
集
委
員
長 

佐
藤
ま
ゆ
み 

編
集
委
員 

石
田
一
久 

小
出
祥
世 

小
山 

慶  

佐
藤
昌
貴 

滝
澤
正
芳 
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柿崎区地域協議会の主なうごき(令和 8年 1月～令和 8年 3月) 

開催月日 会議名 開催月日 会議名 

01月 19日 第 12回ネットワーク柿崎 2月 17日 第 11回地域協議会 

01月 20日 第 10回地域協議会 2月 22日 まちづくりフォーラム 

01月 20日 まちづくりフォーラム実行委員会 3月 05日 第7回地域協議会だより編集委員会 

01月 23日 第 6回地域協議会だより編集委員会 3月 17日 第 12回地域協議会 

2月 05日 第 9回米山薬師を守る会   

 

現在の柿崎を知り､未来の柿崎を創造する 

～柿崎の未来は､ここから始まる～ 
 

雪の多かった今冬ですが、ようやく春の気配を感じ、温かな陽気に恵まれた 2月 22日に

「まちづくりフォーラム」を開催することができました。 

令和 6年度から自主的審議を続ける 3つの委員会の活動報告のほか、「上越地区産業廃棄

物最終処分場の整備について」県環境保全事業団様、「柿崎区小学校の統合に関する状況に

ついて」上越市教育総務課様をお迎えして、丁寧に説明していただきました。 

地域の皆様からは、多くの質問、意見､提案をいただきま 

した。 

皆様のこれらの思いを活かせるよう、地域の皆様が住み 

やすく､大好きな柿崎の未来につながる活動をこれからも 

進めていきたいと思います。 

フォーラムにご参加いただいた皆様、携わっていただい 

た皆様、本当にありがとうございました。 

 

実行委員長 坂木朋子 

   


